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営業収入
739億円

（前年同四半期比48.6%減）

営業利益
70億円

（前年同四半期比78.8%減）

経常利益
78億円

（前年同四半期比77.2%減）

37億円
（前年同四半期比83.4%減）

親会社株主に帰属する
四半期純利益

≫親会社株主に帰属する
　当期（四半期）純利益 （億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫総資産/純資産（億円）
■総資産（第2四半期連結会計期間）　■総資産（期末）
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≫営業収入（億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫営業利益（億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫経常利益（億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫事業部門別営業収入構成比

■映画事業
51.3%
■演劇事業
2.8%
■不動産事業
44.4%
■その他事業
1.5%

営業収入
739億円

　はじめに、新型コロナウイルス感染拡大に 
伴い、亡くなられた方々にお悔やみを申し上げ
ますとともに、罹患された方 と々そのご家族に
対し心よりお見舞いを申し上げ、一日も早い 
回復をお祈り申し上げます。また、感染症の終息
に向けご尽力されている医療関係者の皆様に、
深く敬意を表し、感謝申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症拡大によって、 
当社グループを取り巻く経営環境はかつてない 
大きな影響を受けました。3月からほぼすべて
の演劇公演が中止となり、4月からは全国の 
映画館が一斉に休業に追い込まれる等、未曾有
の事態に陥りました。その後、緊急事態宣言の
解除により、6月には感染予防対策を講じた 
うえで全国のTOHOシネマズの営業を再開し、
7月中旬にはようやく帝国劇場・シアタークリエ
で演劇公演の再開を果たすことができました。
　しかしながら、映画においては公開を予定して
いた邦洋の期待作が続 と々公開延期となった 
ほか、映画・演劇共にソーシャルディスタンス
を確保すべく座席間隔を空けての販売となりま
した。そのような厳しい環境下でも、7月中旬
から8月にかけて、映画『今日から俺は!!劇場版』
を皮切りに、満を持して提供した当社配給作品

が連続してヒットを記録しました。また、コンサート
方式に変更した演劇公演で初めて実施した 
ライブ映像配信が予想を上回る視聴をいただき、
好評を博しました。このコロナ禍の中において
も、「映画・演劇」に対するお客様の熱い期
待としっかりとしたニーズの手ごたえを感じるこ
とができ、誠にありがたく、お客様への感謝の
思いでいっぱいです。
　結果として、当社の第2四半期決算は、営業
収入739億9千1百万円（前年同四半期比48.6％
減）、営業利益70億9千8百万円（同78.8％減）、
経常利益78億9千7百万円（同77.2％減）、
親会社株主に帰属する四半期純利益37億9千
5百万円（同83.4％減）となり、大幅な減収
減益の厳しい結果となりましたが、不動産事業
の健闘もあり、黒字は確保することができました。

　第132期通期の見通しとしても、新型コロナ
ウイルス感染の影響が継続するため、大幅な
減収減益を見込まざるを得ないものの、各種
ガイドラインに基づく感染予防対策に万全を 
尽くしながら、段階的に通常営業へと戻し、業績
回復へ向けて努力をしてまいります。下半期に
は、映画では、週刊少年ジャンプの大人気作品

『劇場版 「鬼滅の刃」 無限列車編』をはじめ

とする話題作を配給・興行し、演劇では、帝国
劇場において、人気ミュージカル『DREAM 
BOYS』をはじめとする話題作の公演を実施 
します。通期では、営業収入1,650億円（前期
比37.2％減）、営業利益140億円（同73.5％
減）、経常利益155億円（同71.9％減）、 
親会社株主に帰属する当期純利益90億円 

（同75.4％減）を見込んでおります。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、人々
の価値観やライフスタイルが変化し、当社に
とってもこれまでと大きく異なる経営環境が 
訪れることが予想されます。しかしながら、 
当社が本業とする「映画・演劇」 という 
エンタテインメントは、人々の心を潤し、笑顔にし、
元気を届ける力を持ち、withコロナの時代 
だからこそむしろ必要とされる、普遍的な価値を
有する事業であると信じております。大きな時代
の変化に対応するとともに、お客様を幸せに 
する作品を提供し続け、持続的な成長を果たす
ことのできる企業であるべく、役員・従業員 
一同、全力で邁進してまいります。
　株主の皆様におかれましても、今後とも 
変わらぬご支援を賜りますよう、心からお願い
申し上げます。

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
第132期第2四半期（2020年3月1日から2020年8月31日まで）の業績等につきまして、
ここにご報告申し上げます。

withコロナにおいても環境変化に対応し、
エンタテインメントの力で持続的成長を目指す。
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〒100-8415 
東京都千代田区有楽町一丁目２番２号
総務部　電話（03）3591-1214
https://www.toho.co.jp/

見やすい
ユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

≫株式の状況（2020年8月31日現在）
発行可能株式総数 �  400,000,000株
発行済株式の総数 �  186,490,633株
� （自己株式8,509,449株を含む）
株主数 �  27,983名
� （前期末比1,981名増）

≫株式事務のご案内
株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所 東京都府中市日鋼町1-1　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
（ 電 話 照 会 先 ） 0120-232-711（通話料無料）
＊証券会社で株を保有されている株主様は、ご利用の証券会社にお問い合わせください。

・ご招待公演のプログラムをご来場時に 
　2冊進呈いたします。

映画ご招待 新制度のご優待内容（半年につき）

ご所有株式数 100～
499株

500～
999株

1,000～
1,999株

2,000～
2,999株

3,000～
4,999株

5,000～
9,999株

10,000株
以上

映画株主ご招待券 1枚 3枚 5枚 10枚 15枚 18枚 20枚

・「株主映画ご優待券」を廃止し、「映画株主ご招待券」に一本化いたします。
・「特定劇場」区分を廃止し、すべてのご利用劇場でご招待券1枚にてご鑑賞いただけるようにいたします。
・「映画株主ご招待券」は自動券売機での座席指定、発券ができるようにいたします（但し、一部劇場を除く）。 
　なお、インターネットでのご予約はできません。
・「映画株主ご招待券」の有効期間を2か月から6か月に延長いたします。
・「株主カード」を廃止し、優待利用時の認証手続きを省略いたします。
※�㈱東京楽天地、オーエス㈱との株主優待に関する提携を解消することにより、両社の経営する劇場（TOHOシネマズ 錦糸町 

オリナス、TOHOシネマズ 錦糸町 楽天地、OSシネマズミント神戸、OSシネマズ神戸ハーバーランド）でのご利用はでき
なくなります。

　また、長野グランドシネマズ、静岡東宝会館でのご利用もできなくなりますので、ご了承ください。

演劇ご招待 新制度のご優待内容（半年につき）
ご所有株式数 10,000株以上
ご優待内容 演劇株主ご招待状（S席相当 2席分）

ご招待公演数 1公演

Topics　トピックス

　現行の制度は、昭和30年代より半世紀の長きに亘り
内容をほぼ変更することなく実施してまいりましたが、 
この間の映画・演劇における興行環境の変化は著しく、
本来の制度趣旨に照らして、株主優待の内容の一部が
バランスを欠く部分も見られるようになってまいりました。
　そこで、株主優待制度をより持続的なものとするため、
優待内容の適正化を図るとともに、運用面で株主様の
利便性を向上させるべく検討いたしました結果、右記の
とおり、株主優待制度の内容を変更させていただくこと
といたしました。

　8月31日時点の株主名簿に記載された株主様より、
変更後の株主優待制度を適用します。

　株主の皆様には何卒ご理解賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。

【変更の時期】

2021年1月からの
株主優待制度のご案内

当社の新型コロナウイルス感染拡大防止について
当社では、お客様ならびに従業員の「安全・安心」を最優先に考え、

新型コロナウイルス感染拡大防止策を徹底しながら、事業活動を継続し成長を続けてまいります。

■従業員を守るための主な取り組み
　‌�❶テレワークを活用した「在宅勤務」の推奨　❷コアタイムの無い「スーパーフレックスタイム制度」の全社導入　❸消毒液やアクリルパーテー
ションの設置等、新しい働き方で感染防止策に努めております。

■お客様に安心してご来場いただくための取り組み
　映画・演劇劇場においては業界団体等のガイドラインを遵守し、感染拡大防止に努めながら営業を継続しております（下記はTOHOシネマズの主な
取り組みです）。

TOHOシネマズの
主な取り組み

お客様への
お願い

映画館の
換気

ご入場時の
検温

消毒の
強化

従業員の健康管理と
衛生管理

ソーシャル
ディスタンスの確保

マスク着用のご協力を
お願いします。

手指の消毒を
お願いします。

検温へのご協力を
お願いします。

お客様同士の距離の
確保をお願いします。


